
 

横浜で日本最大級のジャズフェス(産経新聞) 
 日本最大級のジャズフェスティバル「横濱ジャズプロムナード」が１１日、横浜市内で始まった。プロからアマチュアまで

国内外のアーティストが１２日までの２日間にわたり、横浜の街を盛り上げる。 

 ２２回目となった今年は、延べ３５５組が参加。関内地区やみなとみらい（ＭＭ）２１地区を中心に、ホールやジャズクラブ、

街角で熱演を披露する。 

 １１日午後には、横浜元町ショッピングストリート（中区）を、プロのジャズバンド「外山喜雄とデキシーセインツ」が練り歩く

「デキシーランドパレード」が行われた。買い物客らは足を止め、ジャズの陽気なリズムに合わせて手拍子をしたり、体を揺

らしたりして演奏を楽しんだ。 

 演奏を聞いていた東京都大田区の主婦（３３）は「偶然買い物に来たら、演奏を聞くことができてラッキーでした。楽しか

った」と笑顔で話した。 

 ホールなどでの鑑賞には、会場を自由に回ることができるフリーパスチケット（大人５千円、中高生１千円、小学生無料）

が必要。ジャズクラブ入場は大人のみ。問い合わせは実行委員会事務局（電）０４５・２２１・０２１９。 

 

街中で熱いライブ 横濱ジャズプロムナード２０１４始まる(神奈川新聞) 

元町ショッピングストリートではジャズバンド外山喜雄とデキシー・セインツのパレードが行わ

れた＝横浜市中区 

 ハマの秋を彩る国内最大級のジャズフェスティバル「横濱ジャズプロムナード２０１４」が１１

日、横浜市内約５０カ所で始まった。１２日までで、同実行委員会の主催で２２回目。 

 ２日間でプロ・アマ延べ約３千人のミュージシャンが出演。路上や観光名所、ホールなどを

舞台に熱いライブを繰り広げる。横浜元町ショッピングストリートでは初めてパレードも行われ、

「外山喜雄とデキシー・セインツ」が軽快な音楽を響かせた。 

 問い合わせは、実行委員会電話０４５（２２１）０２１ 

 

横浜市中心部ジャズ一色 ７万人、屋内外で祭典楽しむ(東京新聞) 

国内最大規模のジャズの祭典「横浜ジャズプロムナード」が十一日、横浜市中心部で始まった。屋内外各所で演奏が

繰り広げられ、約七万人（主催者発表）が楽しんだ。十二日も引き続き行われる。 

 今年で二十二回目。二日間でプロ、アマチュアのミュージシャン約三千人が集い、関内ホールや横浜市開港記念会館、

市内のジャズクラブや街角など五十一カ所の会場で演奏する。 

 初日、中区の横浜元町ショッピングストリートでは「外山喜雄とデキシー・

セインツ」が、トランペットやトロンボーンで「聖者の行進」などを奏でながら

約六百メートルをパレード。アドリブを交えた演奏や、道沿いの見物客の目

の前で楽器を吹くパフォーマンスを披露した。 

 見物客は曲に合わせて体を揺らしたり、手拍子でリズムを取ったり。ある

男性（５７）は「横浜はジャズの町という感じがするよ」と先に進むパレードを

追い掛けた。問い合わせは、主催の横浜ジャズプロムナード実行委員会＝

電０４５（２２１）０２１９＝へ。 （小沢慧一） 

商店街をパレードするジャズバンド「外山喜雄とデキシー・セインツ」＝横浜市中区で 
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10 月 11 日 16 時 12 分 

３０００人のミュージシャンが参加して、横浜市

の街角やホールなどでジャズの演奏を披露するイ

ベント、「横濱ジャズプロムナード」が始まりました。 

 

この催しは、ジャズの街・横浜を広くアピールしよ

うと、市民団体などが毎年この時期に開いていて、

ことしで２２回目となります。 

第一線で活躍しているプロやアマチュアのミュージシャンおよそ３０００人が参加し、横浜の街全体をステージに見立て

て、街角やライブハウスなど５１か所でジャズの演奏が披露されています。 

このうち横浜市中区にある元町商店街では、６人組のバンドがジャズの演奏をしながら商店街を練り歩きました。 

集まった買い物客や家族連れは、トランペットやサックス、トロンボーンなどで奏でられるジャズの音色を手拍子をしながら

楽しんでいました。 

藤沢市から来た女性は「すばらしい演奏で、元気をもらいました。 

とても楽しかったです」と話していました。 

「横濱ジャズプロムナード」は１２日の夜まで開かれ、ＮＨＫ横浜放送局でもプロのミュージシャンのジャズライブが行わ

れます。 

 

https://www.youtube.com/watch?v=n1dwkjA8--8

